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第 23回商工会女性部全国大会（宮城県）参加者集合写真第 23回商工会女性部全国大会（宮城県）参加者集合写真

来年度の予定 �

〇千葉県商工会女性部主張発表大会、通常総会
　日程：令和５年５月９日（火）～10日（水） 　会場：サンライズ九十九里（九十九里町）

〇関東ブロック商工会女性部交流会（茨城大会）
　日程：令和５年７月20日（木）～21日（金） 　会場：ザ・ヒロサワ・シティ会館（水戸市）

〇商工会女性部全国大会（静岡大会）
　日程：令和５年10月18日（水）～19日（木）　会場：静岡コンベンションアーツセンターグランシップ（静岡市）

「女性部誓いの言葉」

１．わたしたち商工会女性部は、女性の特性をいかし、地域振興発展のよき協力者であるとともに、推進者
となります。

１．わたしたち商工会女性部は、商工女性の使命感に徹し、組織活性化の原動力となります。
１．わたしたち商工会女性部は、社会一般の福祉の増進に努め、豊かなまちづくりの担い手となります。
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通常総会（zoom+YouTube）通常総会（zoom+YouTube）

主張発表審査会の様子主張発表審査会の様子

講師　越智俊之氏講師　越智俊之氏

神崎県女連会長神崎県女連会長

中嶋県青連会長中嶋県青連会長

講師　伊藤由美氏講師　伊藤由美氏

会場の様子会場の様子

　

令
和
４
年
５
月
11
日
（
水
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
、
36
の
女
性
部
が
参
加
し
第
1
号
議
案
か
ら
第
4
号
議
案
ま
で
全
て

の
議
案
が
滞
り
な
く
審
議
・
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
下

特
別
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
５
名
に
よ
る
主
張
発
表
がY

ouT
ube

で
放
映
さ
れ
、

多
く
の
部
員
に
ご
視
聴
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
５
月
16
日
、
審
査
委
員
に
よ
る
審
査

会
を
行
い
、「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
発

表
し
た
、
南
房
総
市
朝
夷
商
工
会
女
性
部
の
髙
倉
か
つ
江
さ
ん
が
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
各
賞
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
・
優
良
賞
は
発
表
順
）

最
優
秀
賞

髙
倉
か
つ
江
（
南
房
総
市
朝
夷
）「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

優 

秀 

賞

冨
澤　

孝
子
（
成
田
市
東
）「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

優 

良 

賞

大
野　

和
美
（
御
宿
町
）「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

押
田　

俊
子
（
白
井
市
）「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
」

緑
川
惠
美
子
（
白
子
市
）「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
」

　

令
和
４
年
４
月
13
日
（
水
）
千
葉
市
三
井
ガ
ー
デ

ン
ホ
テ
ル
千
葉
に
お
い
て
、
商
工
会
青
年
部
・
女
性

部
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
県
内
青
年
部
員
・

女
性
部
員
の
計
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
商
工
会
連
合
会 

商
工
会
未
来
創
造
本
部
長

の
越
智
俊
之
氏
を
講
師
に
招
き
、「
地
域
の
未
来
を

守
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
生
い
立
ち
か

ら
自
社
紹
介
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
会
長

時
代
の
経
験
談
等
の
講
演
が
な
さ
れ
、
少
子
化
に
よ

る
産
業
の
衰
退
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
補
助
金

の
活
用
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
商
工
会
青
年
部
・

女
性
部
の
方
達
が
組
織
運
営
を
担
い
、
地
域
経
済
を

牽
引
す
る
事
が
重
要
だ
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
―
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
最
初
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
青
年
部
と
女

性
部
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加

者
は
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
後
も
意
見
交
換
等
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
６
月
17
日(

金)

千
葉
市
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
千
葉
に
お
い
て
、
商
工
会
女

性
部
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
県
内
女
性
部
員

約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

銀
座
「
ク
ラ
ブ
由
美
」
オ
ー
ナ
ー
マ
マ
の
伊

藤
由
美
氏
を
講
師
に
招
き
、「
銀
座
の
マ
マ
が

教
え
て
く
れ
る
会
話
上
手
に
な
れ
る
方
法
」
を

テ
ー
マ
に
、
ご
自
身
の
「
会
話
」
を
生
業
と
し

て
き
た
経
験
を
も
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
会
話
術
や
、
経
営
に
関
す
る

体
験
談
等
も
お
話
し
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
熱

心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
久
し
ぶ
り
の
現
地
開
催
の

セ
ミ
ナ
ー
と
あ
っ
て
、
参
加
者
は
他
商
工
会
女

性
部
と
の
情
報
交
換
等
、
会
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
千
葉
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

令
和
４
年
度
千
葉
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
４
年
度
青
年
部
・
女
性
部

令
和
４
年
度
青
年
部
・
女
性
部

合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
４
年
度
商
工
会
女
性
部

令
和
４
年
度
商
工
会
女
性
部

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
が
、
７
月

６
・
７
日
に
、
山
梨
県
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
に
於
い

て
一
都
十
県
約
千
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
７
月

６
日
は
、
前
日
か
ら
台
風
４
号
の
接
近
に
よ
り
暴
風
雨
に

な
る
と
最
悪
の
天
気
予
報
。
実
施
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
り
問
題
な
し
。
2
台
の
バ

ス
に
乗
り
込
み
、
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
た
会
員
同
士
は
会

話
も
弾
み
、
例
年
よ
り
明
る
く
元
気
に
感
じ
ま
し
た
。
山

梨
入
り
し
た
時
は
富
士
山
も
顔
を
出
し
歓
迎
し
て
く
れ
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
音
楽
隊
に

よ
る
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
等
軽
快
な
演
奏
で
迎
え
ら
れ

開
会
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

山
梨
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
会
長
、
河
内
正
子
さ
ん

の
ご
挨
拶
、
来
賓
の
方
々
の
ご
祝
辞
を
頂
い
た
の
ち
、
本

題
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
11
名
の
主
張
発
表
大
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
他
県
か
ら
移
住
を
し
起
業
し
地
元
の
交
流
を
深
め

た
人
、
体
験
ツ
ア
ー
会
を
実
施
し
て
地
域
起
こ
し
を
企
画

し
た
人
、
総
菜
を
作
り
、
買
い
物
弱
者
救
済
で
地
域
に
貢

献
、
地
域
の
特
産
物
で
商
品
作
り
を
研
究
、
失
敗
し
な
が

ら
特
産
品
を
開
発
な
ど
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
労
体
験
談

の
発
表
が
あ
り
、
11
番
目
に
千
葉
県
南
房
総
市
朝
夷
商
工

会
女
性
部
髙
倉
か
つ
江
さ
ん
が
、
生
産
量
日
本
一
の
き
ん

せ
ん
か
の
花
（
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
）
を
使
っ
た“

花
い
っ
ぱ

い
地
域
振
興”

に
掛
け
る
熱
い
思
い
の
こ
も
っ
た
発
表
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
千
葉
県
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
全

国
大
会
の
代
表
へ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
伝
統
芸
能
継
承
の
北
富
士
天
王
太
鼓
部

の
見
事
な
太
鼓
の
演
奏
が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
夕

食
は
、
役
員
は
情
報
交
換
会
に
出
席
、
他
の
会
員
は
別
会

場
に
て
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
宮

浅
間
神
社
参

拝
。
こ
の
日
も

富
士
山
こ
そ
顔

を
出
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
雨

も
降
ら
ず
無
事

参
拝
を
済
ま
せ

た
後
、
ホ
テ
ル

春
日
居
で
ワ
イ

ン
の
試
飲
体
験

と
昼
食
。
ソ
ム

リ
エ
さ
ん
の
説

明
を
聞
き
な
が

ら
６
種
類
の
ワ

イ
ン
を
試
飲
し

ま
し
た
が
、
そ

の
違
い
は
私
に

は
さ
っ
ぱ
り
分

か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
昼
食
後

バ
ス
で
移
動
し

御
坂
農
園
グ

レ
ー
プ
ハ
ウ
ス
に
て
桃
狩
り
の
後
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
県
山
梨
の
方
々
か
ら
受
け
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
コ
ロ
ナ
対
策
と
熱
い
お
も
て
な
し
。
常
に
消
毒
と
マ
ス

ク
着
用
で
不
便
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
有
意
義

な
交
流
会
に
参
加
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
経

験
し
た
こ
と
を
地
元
に
持
ち
帰
り
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

令
和
令
和
44
年
度
商
工
会
女
性
部

年
度
商
工
会
女
性
部

交
流
研
修
会
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
参
加
し
て

交
流
研
修
会
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
参
加
し
て

�

野
田
市
関
宿
商
工
会
女
性
部
長
　
有
賀
　
ヒ
メ
子
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県
女
連
の
皆
様
、
南
房
総
市
朝
夷
商
工
会
女
性
部
の
皆

様
、
こ
の
度
は　

女
性
部
全
国
大
会
・
主
張
発
表
大
会
に

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
11
日
の
千
葉
県
大
会
か
ら
始
ま
り
7
月
6
日
の
関

東
大
会
、
そ
し
て
10
月
25
日
の
全
国
大
会
ま
で
の
間
、
千

葉
県
女
性
部
連
合
会
の
関
係
者
皆
々
様
の
お
か
げ
で
、
無

事
に
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

62
歳
の
私
に
は
原
稿
を
暗
記
す
る
の
が
一
番
の
難
関
で

し
た
が
、
当
女
性
部
副
部
長
や
事
務
局
担
当
者
が
様
々
な

配
慮
を
し
て
く
だ
さ
り
暗
記
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

発
表
時
は
、
口
の
中
が
カ
ラ
カ
ラ
で
表
情
も
固
ま
り
、

私
の
緊
張
が
会
場
全
体
に
伝
わ
る
ほ
ど
で
し
た
。し
か
し
、

全
国
の
方
に
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
を
使
っ
た
地
域
お
こ
し
活
動

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
時
、
審
査
委
員
長
か
ら
直
々
に　
「
荒
れ
た

畑
を
嘆
く
だ
け
で
な
く
自
分
の
仕
事
や
女
性
部
の
方
、
地

域
の
方
た
ち
と
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
感
銘
し
ま
し
た
」

と
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

南
房
総
は
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
（
き
ん
せ
ん
か
）
の
生
産
量

日
本
一
で
す
。

　

そ
の
強
み
を
生
か
し
て
自
分
の
ア
ロ
マ
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
に
、
ま
た
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
ず
っ

と
地
道
に
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
、
地
元
の
朝
夷
商
工
会
女
性
部
で
さ
え
カ
レ

ン
デ
ュ
ラ
の
効
果
効
能
は
知
ら
れ
て
い
な
く
仏
様
に
飾
る

花
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
美
容
や
健
康
に
良
い
こ
と
を
認

知
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
女
性
部
の
皆
様
の
カ
レ
ン
デ
ュ

ラ
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
カ
レ
ン

デ
ュ
ラ
ク
ッ
キ
ー
作
り
を
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
製
造
販
売
し

て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
今

で
も
、
ビ
タ
ミ
ン
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
カ
レ
ン
デ
ュ

ラ
の
花
を
店
先
や
庭
先
で
咲
か
せ
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、

当
女
性
部
は
地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
活
動
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
ま
す
！

　

千
葉
県
の
応
援
団
の
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
主
張
発
表
の
貴
重
な
体
験

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
主
張
発
表
の
貴
重
な
体
験

�

南
房
総
市
朝
夷
商
工
会
女
性
部
部
長
　
髙
倉
か
つ
江
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全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
　
優
良
女
性
部

　

神
崎
町
商
工
会
女
性
部

　

多
古
町
商
工
会
女
性
部

千
葉
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
　
女
性
部
功
労
者

　

荒　

木　

恵　

子　
　

柏
市
沼
南
商
工
会
女
性
部

　

町　

田　

映　

子　
　

四
街
道
市
商
工
会
女
性
部

　

片　

岡　

八
重
子　
　

白
子
町
商
工
会
女
性
部

　

東　

條　

由
美
子　
　

長
南
町
商
工
会
女
性
部

　

嶋　

野　

政　

江　
　

長
南
町
商
工
会
女
性
部

　

古
美
山　

清　

美　
　

長
南
町
商
工
会
女
性
部

　

大　

森　

美
知
子　
　

長
南
町
商
工
会
女
性
部

　

松　

野　
　
　

薫　
　

長
南
町
商
工
会
女
性
部

　

松　

井　

京　

子　
　

九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部

　

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
襟
元
や
、
帽
子
・
バ
ッ
グ
・
ス
ト
ー
ル

な
ど
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
♪

　

所
属
商
工
会
を
通
じ
て
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
対
象
：
全
国
で
活
動
す

る
商
工
会
女
性
部
員

販
売
価
格
：
１
，
３
０
０
円

�

（
税
込
）

材
質
：
真
鍮

サ
イ
ズ
：
14
㎜

付
属
：
プ
ラ
ケ
ー
ス
入
り

全女性連 全国統一 全女性連 全国統一 
「災害対策100円積立基金」事業の報告「災害対策100円積立基金」事業の報告
　全国統一「災害対策100円積立基金」事業は、
自然災害等により被害に見舞われた商工会女性部
に対し県女性連を通じて義援金を送ることによ
り、全国の女性部員が一丸となって、相互扶助を
図ることを目的としています。

令和４年度本事業に係る積立基金報告
全　　国 7,943,813円
千 葉 県 170,400円

令和４年９月17日からの暴風雨及び豪雨による災害に対する支援報告
送　金　先 金　　額

宮城県商工会女性部連合会 230,000円

　

九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部
が
主
催
す
る
、「
フ
ラ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
九
十
九
里
」
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
当

該
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
で
あ
っ
た
地
元
任
意
団
体
の
解
散

に
伴
い
、
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
企
画
、
運
営
に
携
わ
っ
て

い
た
九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部
が
引
き
継
ぎ
、
今
年
度

10
月
に
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
県
内
各
地
よ
り
26
の
グ
ル
ー
プ
が
参

加
し
、
子
ど
も
か
ら
80
代
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
、
総

勢
２
２
４
名
の
フ
ラ
ガ
ー
ル
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
九
十
九
里
浜
と
い
う
地
域
資
源
と
フ
ラ
ダ

ン
ス
を
女
性
部
な
ら
で
は
の
視
点
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
、

地
域
Ｐ
Ｒ
事
業
で
す
。
来
年
も
開
催
予
定
で
す
の
で
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

場
所
：
サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里

年
１
回
開
催　

10
月
第
1
日
曜
日
（
予
定
）

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

　

表
彰
に
つ
い
て

　

表
彰
に
つ
い
て

「
商
工
会
女
性
部
バ
ッ
ジ
」

「
商
工
会
女
性
部
バ
ッ
ジ
」

販
売
の
ご
案
内

販
売
の
ご
案
内

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

な
の
は
な
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品

な
の
は
な
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
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栄
町
商
工
会
女
性
部	

部
長
　
秋
山
　
優
子

　

私
達
の
住
む
栄
町
は
千
葉
県
の
北
部
に
位
置
し
、
水
と

緑
に
囲
ま
れ
た
、
神
社
仏
閣
の
多
い
街
で
す
。
そ
の
龍
角

寺
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
の
が
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ド
ラ
ム
で
す
。

　

そ
し
て
特
産
品
の
一
つ
が
黒
豆
で
あ
り
、
ど
ら
ま
め
と

い
い
ま
す
。
ど
ら
ま
め
は
正
月
に
煮
黒
豆
と
し
て
食
し
て

も
美
味
し
い
の
で
す
が
、
枝
豆
と
し
て
も
コ
ク
が
あ
り
絶

品
で
す
。

　

例
年
十
月
に
産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
ど
ら
ま
め
の

引
き
渡
し
と
試
食
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
協
議
会
の
幹
事
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ど
ら
ま
め
の
収
穫
体
験
を
計
画
し
ま
し
た
。　
　

　

十
月
十
六
日
（
日
）
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
七
商
工
会

か
ら
三
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
の
会
場
で
産
業
ま
つ
り
を
視
察
し
て
頂
き
、
久

し
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
大
変
賑
わ
っ
て
お
り
、
農
家
の
野

菜
や
各
商
店
の
思
い
思
い
の
物
を
販
売
し
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
の
中
で
は
、
各
団
体
の
紹
介
パ
ネ
ル

を
展
示
し
て
お
り
、
当
女
性
部
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ど
ら
ま
め
農
家
の
畑
へ
行
き
、
収
穫
体
験
を

し
ま
し
た
が
、
私
達
は
朝
早
く
畑
へ
行
き
、
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
枝
を
切
り
各
商
工
会
ご
と
に
ま
と
め
て
お
き

ま
し
た
。

　

女
性
部
の
方
々
の
服
装
が
汚
れ
な
い
よ
う
長
靴
や
軍

手
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
用
意
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
収
穫
体
験
が

で
き
る
よ
う
気
を
配
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
皆
さ
ん
野
良
用
帽
子
や
エ
プ
ロ
ン
、
枝
切
り
は

さ
み
を
用
意
し
て
あ
り
慣
れ
た
も
の
で
す
。
楽
し
く
収
穫

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
は
ド
ラ
ム
の
里
へ
行
き
、
松
花
堂
弁
当
を
頂
き
ま

し
た
が
、
働
い
た
後
の
昼
食
は
美
味
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

久
し
ぶ
り
の
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
視
察
研
修
で
し
た
が
、

部
員
の
皆
様
に
栄
町
を
知
っ
て
頂
き
情
報
交
換
が
で
き
た

こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

野
田
市
商
工
会
女
性
部部

長
　
有
賀
　
ヒ
メ
子

　

我
が
「
野
田
市
関
宿
商
工

会
」
は
、
江
戸
川
と
利
根
川

の
分
岐
点
に
あ
り
、
チ
ー
バ

君
の
鼻
先
に
な
り
ま
す
。
終

戦
時
の
内
閣
総
理
大
臣
「
鈴

木
貫
太
郎
」、
将
棋
士
坂
田

三
吉
と
対
局
し
た
こ
と
で
有

名
な
「
関
根
金
次
郎
」
の
生

誕
の
地
で
す
。
女
性
部
員
は

女
性
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー

女
性
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
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12
月
に
お
正
月
用
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
に
な
っ
て
い
る
活
動
が
多
い
で
す
。
今
年
は
「
野
田
市

関
宿
城
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
行
う
予
定
な
の
で
、
密
に
な

ら
な
い
甲
冑
の
着
付
け
の
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
、
主
だ
っ
た
活
動
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
の
日
に
部
員
年
末
交
流
会
を
行

い
久
々
の
交
流
で
大
好
評
で
し
た
。
３
月
に
初
め
て
の
試

み
「
宝
塚
観
劇
」
を
計
画
。
マ
ナ
ー
研
修
と
し
て
「
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修
」
な
ど
も
計
画
の
予
定
で
す
。

御
宿
町
商
工
会
女
性
部部

長
　
大
地
　
冨
美
子

　

御
宿
町
商
工
会
女
性
部
は
、「
お
ん
じ
ゅ
く
楽
多
体
操
」

と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
健
康
体
操
を
作
り
、
町
民
の
皆
様

の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
普
及
活

動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
体
操
は
、

長
野
県
の
健
康
体

操
の
大
会
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し

た
、
姉
妹
都
市
の

野
沢
温
泉
村
商
工

会
女
性
部
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、

「
御
宿
ブ
ル
ー
ス
」

と
い
う
懐
か
し
い

ご
当
地
ソ
ン
グ
に

39
名
、
15
名
の
役
員
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

例
年
の
活
動
は
、
２
月
に

日
本
赤
十
字
に
よ
る
献
血
活

動
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
。
３
月

末
か
ら
４
月
初
め
の
桜
の
開

花
時
期
に
行
う
「
野
田
市
関

宿
城
さ
く
ら
ま
つ
り
」
の
受

付
、
武
者
行
列
に
参
加
す
る

方
の
甲
冑
の
着
付
け
。
夏
の

「
関
宿
ま
つ
り
花
火
大
会
」
で
は
、
受
付
と
来
賓
対
応
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
は
、
日
帰
り
研
修
と
一
泊
研
修
を
交
互
に
行
い
、

合
わ
せ
た
、
高
齢
者
で
も

無
理
な
く
で
き
る
体
操
を

作
ろ
う
と
、
リ
モ
ー
ト
会

議
を
重
ね
て
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　

昨
年
の
秋
か
ら
、
町
主

催
の
介
護
予
防
健
康
教
室

で
、
体
力
づ
く
り
と
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
兼
ね
た
体

操
と
し
て
取
り
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
簡
単
な

動
き
で
す
が
、
意
識
し
な

い
と
手
と
足
が

反
対
に
な
っ
た

り
し
て
、
あ
ち

こ
ち
か
ら
楽
し

そ
う
な
笑
い
声

が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。

　

千
葉
県
下
高

齢
化
率
第
一
位

の
御
宿
町
で
す

が
、
健
康
寿
命

も
伸
ば
し
て
い

け
る
よ
う
、
私

達
も
楽
し
み
な

が
ら
こ
の
体
操

で
健
康
な
町
づ

く
り
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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商工会女性部とは？　どんなことをしているの？商工会女性部とは？　どんなことをしているの？
昭和38年３月27日に商工会の内部組織として発足しました。
地域の商工業に携わる女性として、研修・ボランティア・文化活動などの多彩な
活動の中で、自らの資質向上を図り、成長する機会を創出する組織です。
町で開催されるイベントに協力したり、独自のイベントの開催など、商工会とい
う異業種の集まりを利用して、ネットワークを拡大しています。（県内外問わず）
現在も1,600部76,905名の女性部員が全国で元気に活動しています。

（令和４年４月１日現在）

どんな人が入れるの？どんな人が入れるの？
①商工会会員（法人ではその役員）で女性の方
②商工会会員の配偶者で女性の方
③商工会会員の親族で、その事業に従事している女性の方

商工会名 電話番号
我 孫 子 市 04-7182-3131
鎌 ケ 谷 市 047-443-5565
野 田 市 関 宿 04-7198-0161
柏 市 沼 南 04-7191-2803

商工会名 電話番号
四 街 道 市 043-422-2037
酒 々 井 町 043-496-0063
富 里 市 0476-93-0136
白 井 市 047-492-0721

商工会名 電話番号
印 西 市 0476-42-2750
栄 町 0476-95-0245
成 田 市 東 0476-73-2205
一 宮 町 0475-42-3089
睦 沢 町 0475-44-0112
長 生 村 0475-32-0152
白 子 町 0475-33-2517
長 柄 町 0475-35-3450
長 南 町 0475-46-0188
千 葉 市 土 気 043-294-2474
大 網 白 里 市 0475-72-0239
九 十 九 里 町 0475-76-4165
山 武 市 0479-86-5147
横 芝 光 町 0479-82-0434
芝 山 町 0479-77-1270
匝 瑳 市 0479-72-2528
旭 市 0479-62-1348
神 崎 町 0478-72-2548
香 取 市 0478-82-3307
多 古 町 0479-76-2206
東 庄 町 0478-86-3600
木更津市富来田 0438-53-4141
富 津 市 0439-87-7071
袖 ケ 浦 市 0438-62-0539
勝 浦 市 0470-73-0199
大 多 喜 町 0470-82-2538
い す み 市 0470-62-1191
御 宿 町 0470-68-2818
鴨 川 市 04-7092-0320
南 房 総 市 内 房 0470-33-2257
南 房 総 市 朝 夷 0470-44-1331
鋸 南 町 0470-55-3691

一緒に活動してみませんか？商工会事務局またはお近くの女性部員までお気軽にお問い合わせください。
いつでもお待ちしています。

部　員
募集中

千葉県商工会一覧

あなたの力を女性部活動に生かしてみませんか !!あなたの力を女性部活動に生かしてみませんか !!


